
 
 
 

厚生労働省より、「非正規雇用の現状と課題」が公表されています。本資料では、現状における正規雇用労働者と非

正規雇用労働者との待遇の違いや、今後の課題等について説明されておりますので、以下に抜粋しご紹介します。 

 

【正規雇用労働者と非正規雇用労働者の推移】 

・正規雇用労働者は、2015 年に 8 年ぶりにプラスに転じ、10 年連続で増加しています。 

・非正規雇用労働者は、2010 年以降増加が続き、2020 年、2021 年は減少しましたが、2022 年以降は増加して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【非正規雇用労働者の推移（年齢階級別）】 

・近年、非正規雇用労働者に占める 65 歳以上の割合が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【労務】「非正規雇用」の現状と課題 

 



【非正規雇用労働者の推移（雇用形態別）】】 

・雇用形態別にみると、近年、パート、アルバイトが増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【不本意非正規雇用の状況】 

・正社員として働く機会がなく、非正規雇用で働いている者（不本意非正規雇用）の割合は、非正規雇用労働者全体

の 8.7％（2024 年平均）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【賃金カーブ（時給ベース）】 

・非正規雇用労働者は、正規雇用労働者に比べ、賃金が低いという課題があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育訓練の実施状況】 

・いずれの就業形態においても｢計画的な教育訓練(OJT)｣、｢入職時のガイダンス(Off-JT)｣は正社員と比べて７割程

度の実施となっていますが、｢将来のためのキャリアアップのための教育訓練(Off-JT)｣は４割を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照ホームページ ［ 厚生労働省 ］ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/part_haken/index.html 
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